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学
生
生
活

　

英
吉
利
法
律
学
校
の
時
代
か
ら
昭
和
初
期
の
中
央
大
学
の
時
代

ま
で
、
本
学
の
学
生
は
聴
講
券
を
携
帯
し
て
講
義
に
臨
む
よ
う
定

め
ら
れ
て
い
た
。

　

聴
講
券
の
発
行
に
つ
い
て
は
、
工
藤
武
重
「
五
十
年
前
の
回

顧
」（『
中
央
大
学
学
報
』
創
立
五
十
周
年
記
念
号
、
一
九
三
五
年

十
二
月
）
に
よ
れ
ば
、「
時
々
聴
講
券
の
印
刷
色
彩
や
模
様
を
更
あ
ら
た

め
て
、
以
て
偽
造
変
造
を
防
ぐ
に
努
む
る
な
ど
、
な
か
な
か
用
意

周
到
な
る
も
の
が
あ
っ
た
」
と
あ
り
、
時
期
ご
と
に
そ
の
形
式
も

変
化
し
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。

　

聴
講
券
は
学
生
に
た
い
へ
ん
身
近
な
物
で
あ
る
が
、
有
効
期
間

終
了
後
学
校
へ
回
収
さ
れ
処
分
さ
れ
る
こ
と
が
原
則
の
た
め
、
学

生
の
手
許
に
は
残
り
に
く
い
。
学
内
に
も
見
本
等
を
含
め
て
全
く

残
さ
れ
て
い
な
い
。

　

三
一
（
昭
和
六
）
年
の
学
則
改
正
に
際
し
聴
講
券
は
学
生
証
と

改
称
さ
れ
た
。
こ
の
学
則
改
正
は
二
年
間
の
準
備
の
も
と
に
行
わ

れ
た
大
改
正
で
あ
っ
た
が
、
学
生
証
へ
の
改
称
理
由
は
明
ら
か
で

は
な
い
。
し
か
し
、
専
修
大
学
・
法
政
大
学
等
が
す
で
に
大
正
期

か
ら
学
生
証
の
語
を
使
用
し
て
お
り
、
従
来
学
生
証
等
を
発
行
し

て
い
な
か
っ
た
東
京
大
学
で
も
二
七
年
か
ら
学
生
証
を
発
行
す
る

よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
諸
大
学
が
一
般
的
に
使
用

し
て
い
た
用
語
に
な
ら
っ
て
改
称
し
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
な
と

こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

　

学
生
証
の
基
本
的
な
形
式
は
、
学
費
領
収
証
、
身
分
証
明
書
、

学
割
証
等
の
発
行
印
押
捺
欄
等
か
ら
な
り
、
在
学
期
間
中
（
学
部

は
三
年
間
）
は
有
効
と
さ
れ
て
い
た
。

　

戦
前
の
学
生
証
は
、
大
学
史
編
纂
課
で
も
い
く
つ
か
所
蔵
し
て

い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
時
期
に
よ
り
、
形
態
が
異
な
っ
て
い
る
。
こ

こ
で
は
戦
時
中
の
本
学
の
学
生
証
の
特
徴
に
つ
い
て
ま
と
め
て
お

き
た
い
。

　

戦
時
体
制
の
強
化
と
と
も
に
、
学
生
証
に
も
変
化
が
現
れ
て
く

る
。
そ
れ
は
、
顔
写
真
の
貼
付
、
表
紙
の
「
質
実
剛
健
」
の
飾
り

文
字
、「
戦
時
学
生
自
戒
五
条
」
の
掲
載
な
ど
で
あ
る
。
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聴
講
券
か
ら
学
生
証
へ

　

本
学
で
、
学
生
証
に
顔
写
真
を
貼
付
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
三
五
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
他
大
学
で
は
す
で
に
一
般
的
で

あ
っ
た
の
に
対
し
、
本
学
は
そ
れ
ま
で
早
稲
田
大
学
と
と
も
に
学

生
証
に
顔
写
真
を
貼
る
よ
う
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
同
年
四
月

の
『
中
央
大
学
新
聞
』
に
は
、「
ニ
セ
学
生
横
行
の
折
柄
学
生
証

に
写
真
貼
付
」
の
タ
イ
ト
ル
で
「
今
回
近
頃
横
行
す
る
イ
ン
チ
キ

学
生
の
取
締
方
も
あ
り
、
又
警
察
関
係
、
鉄
道
省
方
面
よ
り
も
要

望
さ
れ
且
文
部
省
よ
り
写
真
貼
付
を
実
施
せ
ら
れ
た
き
旨
通
達
さ

れ
て
来
た
の
で
、
遂

に
本
学
も
早
稲
田
も

共
に
本
年
度
よ
り
こ

れ
を
実
施
す
る
事
に

な
っ
た
」
と
こ
の
間

の
事
情
を
伝
え
て
い

る
。
当
時
行
わ
れ
た

学
生
の
カ
フ
ェ
ー
や

バ
ー
等
へ
の
立
入
禁

止
な
ど
と
と
も
に
学

生
の
風
紀
取
り
締
ま

り
、
左
傾
化
防
止
策

の
一
環
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

当
時
の
学
生
証
は
二
つ
折
り
で
、
表
紙
に
あ
た
る
部
分
に
は
、

校
章
の
下
に
「
○
○
学
部
学
生
証　

中
央
大
学
」
の
文
字
が
配
さ

れ
、
縁
飾
り
の
四
角
に
「
質
実
剛
健
」
の
四
文
字
が
そ
れ
ぞ
れ
配

置
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
「
質
実
剛
健
」
は
、
現
在
で
は
本
学
の
校

風
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
る
が
、
当
時
の
社
会
に
求
め
ら
れ
た

気
風
で
も
あ
っ
た
。
当
初
の
学
生
証
に
は
見
ら
れ
な
い
デ
ザ
イ
ン

で
あ
る
が
、
い
つ
か
ら
使
用
さ
れ
た
か
は
っ
き
り
し
な
い
。

　
「
戦
時
学
生
自
戒
五
条
」
は
四
三
年
の
法
学
部
学
生
証
に
見
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
三
九
年
五
月
の
「
青
少
年
学
徒
ニ
賜
ハ

リ
タ
ル
勅
語
」
の
精
神
を
学
生
に
浸
透
さ
せ
る
た
め
に
、
林
頼
三

郎
学
長
の
名
で
出
さ
れ
た
も
の
で
、
学
生
は
こ
れ
を
解
説
し
た
小

冊
子
を
常
時
携
帯
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
学

生
証
に
は
五
条
の
項
目
だ
け
が
印
刷
さ
れ
て
い
る
が
、「
質
実
剛

健
」
の
デ
ザ
イ
ン
と
同
じ
く
戦
時
色
の
高
ま
り
を
示
す
も
の
と
言

え
よ
う
。

　

学
生
証
は
、
学
生
の
生
活
に
と
っ
て
重
要
な
だ
け
で
な
く
、
そ

の
様
式
や
学
費
納
入
や
諸
証
明
書
発
行
の
際
に
押
捺
さ
れ
た
ス
タ

ン
プ
な
ど
も
含
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
を
物
語
っ
て
く
れ
る
貴
重

な
資
料
で
あ
る
。

中央大学法学部学生証（1943 年 10月発行）


